
　創業から約100年を迎える有限会社ナカムラは、法人化してから現在46期目を
迎え、三重県内でガス事業を中心にリフォームやコインランドリー、飲食店など幅
広い事業を展開している。創業時は薪や練炭を扱う「中村商店」としてスタートし、
その後「中村コークス」を経て現在の社名となった。
　中村 加奈子氏（代表取締役）は、幼少期に会社の土場に山のように積まれたコー
クスを目にした光景を鮮明に覚えていると語る。当時は、事務所や作業服を着た男
性のイメージ等から、子どもながらに「ガス屋は怖い」という印象を抱いていたそ
うだ。そうした経験から、事業を引き継ぐ際には「暮らしに寄り添う明るいイメー
ジを持つガス会社にしたい」という強い思いを抱いた。「父の家業を引き継いだ時、
私に何ができるのかを考えた。女性目線で、台所やお風呂に直結する暮らしのお手
伝いができる会社にしたいと考えた」と中村氏は振り返る。こうした想いを形にす
るため、事務所やコインランドリー、飲食店事業においても、おしゃれで明るい雰
囲気を取り入れるなど、従来のガス会社のイメージを一新した。

有限会社ナカムラ

　LPWA導入前、同社は広範囲に点在する顧客への対応に大きな課題を抱えてい
た。検針業務の属人化や体調不良による代わりの人材の手配、移動にかかる経費は
負担となり、さらにコロナ禍による対面業務への懸念も重なった。事務員の育児休
暇による人手不足もあり、業務効率化は急務であった。
　またもう一つの目的として「顧客のガス切れを防ぎたい、高齢者見守りサービス
を提供したいという思いもあった。補助金が活用できるタイミングだったことも
導入を後押しした」と中村氏は語る。LPWAの導
入により、一括検針や遠隔管理が可能となり、顧
客が点在する同社でも効率的で顧客の安全性を
高める運用が実現できると判断した。

左奥の中村氏（代表取締役）。鮮やかなタイ
ルが散りばめられた受付と事務所の様子

導入前の課題と目的
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　LPWA導入後、検針業務の効率化に加え、顧客との接点にも変化があった。同社
は導入半年前からWeb請求書への切り替え案内の周知を開始し、LINEで問い合わ
せや明細確認ができる仕組みを整えた。顧客の不安を少しでも解消するため、問い
合わせが来る前に周知することを意識し、LPWAの設置から完了、WEB請求書への
切替のご案内、LINEの登録方法や詳細な手順まで、丁寧な周知を行った。
　「システム化すればすべてが楽になるわけではないが、人手不足や属人化の懸念
を踏まえると、導入は必須だと判断した。季刊誌として顧客に配布していたニュー
スレターも毎月LINEで送付し、Web請求書へ切り替えていない顧客に対しては、

はがきサイズで請求書とニュースレターをまと
めて送付することで、以前より顧客に見てもらえ
る機会が増えたと感じている」と中村氏は話す。
印刷や封入作業の削減だけでなく、顧客との接点
強化にもつながり、顧客からも前向きな声をいた
だけている。

導入後の効果と工夫

　現在同社は、実息の専務取締役を中心とした若いスタッフも加わり、LPWA導入
以外にも、高齢化社会に対応した福祉関連事業を展開する計画やIoTを活用した新
しい価値提供にも意欲的だ。新規顧客の獲得も続いており、地域に根ざした企業と
して進化を続けている。LPWA導入について、「事業者によって置かれている状況
や用途は全く異なる。世の中の動向に目を向けて様々なことにチャレンジするこ
とを恐れず、取捨選択することが重要だ」と中村氏は想いを語った。

将来の展望と導入を検討する事業者へのアドバイス

運営しているグリルドチーズサンド専門店「BUY ME STAND」

LINEを活用しWeb明細やニュースレ
ター（右）、お問い合わせへ案内

おしゃれな雰囲気の店内

LPWA導入にあたり丁寧な顧客への周知を実施した



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


